
＜1面＞ 「いじめ見逃しゼロ」をめざして
＜2面＞ 「輝け君の汗と涙 北信越総体2021」を支える高校生の活動紹介
＜3面＞ 芝生広場もオープン!～県少年自然の家で充実した体験活動を～
＜4面＞ 子どもたちが学費で進学をあきらめないように/インターネッ

トをきっかけとした消費者トラブル増加中!
＜5面＞ インフォメーション

教育だより新潟 学校 家庭 地域 のこころをつなぐ 令和3年(2021年)7月1日発行 新潟県教育委員会

問い合わせ先 新潟県教育庁生徒指導課 支援・相談班 TEL:025-280-5793 FAX:025-280-5458

今年度の「いじめ見逃しゼロ
県民運動」ポスターのモデルは、
アルビレックス新潟の堀米悠斗
キャプテンです。６月の「いじ
め見逃しゼロ強調月間」にあわ
せて各学校や、県内のファミ
リーマート各店舗にも掲示され
ました。ポスターは、下記ホー
ムページ「新潟県いじめ対策
ポータルサイト」からも御覧い
ただけます。

新潟県は「深めよう絆にいがた県民会議」と連携して、「いじめ見逃しゼロ県民運動」に
取り組んでいます。県民運動では、「いじめをしない、見逃さない、許さない」を合言葉に、
子どもの小さなサインを見逃さないよう子どもを見守り、保護者の皆様と一緒に、いじめ見
逃しゼロに向けて取り組んでいます。ぜひ、御協力をお願いします。

新潟県いじめ対策
ポータルサイトの
QRコードはこちら！

いじめ ポータル

で検索

https://www.ijimetaisaku.pref.niigata.lg.jp/

右のQRコードを読み取り、空
メールを送信するか、
「ijime0@m.bmb.jp」(いじ
めゼロ)へ直接空メールを送信
してください。登録後すぐに登
録完了メールが返信されます。

「県民サポーター」には、
メールでも登録できます

「深めよう 絆 にいがた県民会議」は、いじめ問題
に関心をもち、いじめ防止に協力していただける人を
増やし、子どもが安心して生活できる環境をつくりた
いと考えています。そこで、「深めよう 絆 にいがた
県民会議」では、いじめ防止に向けた取組に協力して
いただける「県民サポーター」を募集しています。登
録すると、LINEやメールを通じて、月に１回程度「い
じめ見逃しゼロ コラム」が配信されるなど、県民運
動の各種情報をお知らせします。登録は無料です。ぜ
ひ登録をお願いします。



問い合わせ先
令和３年度全国高等学校総合体育大会
新潟県実行委員会事務局
(新潟県教育庁保健体育課 全国高校総体推進班)
TEL 025-280-5700

令和３年度全国高等学校総合体育大会（通称インターハイ）の気運
を高め、来会される皆さんをおもてなしの心でお迎えし、心に残る大
会となるよう、県内の高校生活動推進校63校が「高校生活動」として
取り組んでいる広報活動や歓迎準備について紹介します。

競技種目別ポスターおよびプログラム表紙を飾る原画を県内の
高校生から募集したところ、109作品の応募があり、その中か
ら競技種目ごとに最優秀賞１点、優秀賞２点が選ばれました。

会場を飾る草花装飾は、県内農
業高校等の生徒が担当します。
現在、装飾に使う草花を丹精込
めて栽培しています。会場周辺
や会場内を彩るプランターは、
約250個準備しており、その材
料にはベゴニアやニチニチソウ
など新潟県の気候・風土に合わ
せた草花を選んでいます。

体操競技

新体操

バスケットボール

相撲

弓道

缶バッジ一例 メッセージカード一例

新潟県開催競技は、7月24日(土)から8月22日(日)
の間に開催されますが、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、原則無観客での開催となります。
大会の様子は、公式ホームページの「インハイ
tv.」によるライブ配信でご覧ください。
https://www.koukousoutai.com/2021soutai/

大会開幕までの日数を刻むカウントダウンボード
を県内の工業高校等を中心に製作しました。競技
種目の特徴をとらえた図柄が描かれています。競
技開催市の上記の場所に設置されています。

大会公式webページQRコードはこちら！

県内の開催競技に参加する選手・監督には、
大会参加記念として、手作り記念品の「缶
バッジ・メッセージカード」を配付します。
高校生活動推進校から出されたイラストは
46種類となり、新潟に来県した思い出とな
るよう、「新潟」をモチーフにしたものと
なりました。高校生活動推進校で分担し、
合計約5,000個作製します。

大会期間中においても、競技補助員、運営補助
員として約2,000人の高校生が大会をサポートし
てくれます。令和３年度大会が、安心・安全で
開催されるように、準備が進められています。



問い合わせ先 新潟県少年自然の家 胎内市乙字大日裏 TEL:0254-46-2224 FAX:0254-46-3070

胎内市にある県少年自然の家は、自然体験や集団宿泊体験ができる青少年教育施設です。
令和元年４月に施設を建て替え、リニューアルオープンしました。今年の７月には芝生広場が
完成し、グラウンド・ゴルフなどを楽しむことができます。

自然に恵まれたこの施設は、幼稚園や学校等の体験活動だけでなく、PTA活動や子ども会、
部活動の合宿、各種研修等、子どもから大人まで様々な用途で御利用いただけます。また、自
然の家職員の指導によるレクリエーションや創作活動等を行うこともできます。
県少年自然の家を是非御利用ください！

「川の水面を自分一人の力で進む気持ち良
さ！」を体験することができます。水の上から見
る景色・聞こえる音・感じる風は、陸とは全く違
います。是非この感覚を味わってください。

７月に完成した芝生広場で、風や日光を感じ
ながら楽しむことができます。グラウンド・ゴルフ
はゲーム性があるので、楽しみながら集中力や
調整力を身に付けることができます。
＊雨天の場合は館内で活動することもできます。

このほかにもたくさんのプログラムがあります！詳しくはHPを御覧ください。
URL：https://www.pref.niigata.lg.jp/site/shizen/



問い合わせ先 新潟県教育庁高等学校教育課 奨学金係 TEL:025-280-5638

の２つの支援により、大学や専門学校などで
安心して学んでいただくためのものです。

最大で年間約91万円の奨学金を受け取りな
がら、年間約70万円の授業料が減免されます。

問い合わせ先
新潟県県民生活･環境部県民生活課 消費とくらしの安全室 TEL:025-280-5135

◆SNSの見えない画面の向こう側、本当は“その人”じゃないかも!?
◆オンラインゲームで知り合った相手との課金やアイテムの取引に注意！

不安に思った場合やトラブルが生じた場合は、局番なしの3ケタ番号
「１８８（いやや！）」へ電話で相談！（秘密は固く守られます）

日頃からSNSやオンラインゲームの利用ルールについて、家庭内
で話し合っておきましょう。

家庭の収入により支援対象
かどうか、どの程度の支援額を
受けられるかが決まります。対
象となる年収の目安は、約380
万円未満（両親・本人・中学生
の４人家族の場合）です。

支援の対象者は、

の２つの要件を満たす学生です。

この制度は、

※住民税非課税世帯の学生の場合

私立大学に
自宅以外から
通う場合

私立専門学校
に自宅から
通う場合

給付型奨学金

授業料
入学金

支
援
額

約91万円／年

約70万円／年
約26万円
※減免額の上限

給付型奨学金

授業料
入学金

支
援
額

約46万円／年

約59万円／年
約16万円
※減免額の上限

「学費の負担が大きすぎるから」「一人暮らしのお金も必要だから」「家族に迷惑をかけたくないか
ら」こうした経済的な理由で、大学、短大、高等専門学校、専門学校へ進学することをあきらめない
ように、学費と生活費をトータルでサポートする「高等教育の修学支援新制度」が始まっています。



期 日：開催中～8/22(日)
内 容：意外と知らない「米どころ新潟」の

米の歴史に迫ります。
観 料：無料

○お申し込み・お問い合わせは、直接各施設にお電話等でお願いします。
○新型コロナウイルス等の状況により、予定が変更になることもございますので、事前に御確認ください。

企画展「御大典記念 特別展 よみがえる正倉院宝物
-再現模造にみる天平の技-」

正倉院宝物の再現模造は、明治時代に始まります。昭和47年（1972）からは、材
料や技法、構造の忠実な再現に重点をおいて、重要無形文化財保持者（人間国
宝）らの熟練の技と、最新の研究成果との融合によって生み出されました。その
選りすぐりの逸品を一堂に公開します。

期 日：7/3(土)～8/29(日)
休 館 日：月曜日

(8/9･8/16(月)開館、8/10(火)休館)
開館時間：9:00～17:00(券売は16:30まで)
観 覧 料：中学生以下 無料

大学･高校生 1,300円(1,100円)
一般 1,500円(1,300円)
※()内は有料20名以上の団体料金

模造 銀薫炉
正倉院事務所蔵

新潟市中央区万代島5-1
朱鷺メッセ内 万代島ビル5階
TEL：025-290-6655
URL:https://banbi.pref.niigata.lg.jp/ 

企画展「大地のハンター展～陸の上にも4億年～」

動物たちの「捕食」に注目し、生態系におけるその役割と重要性を解き
明かす科学展覧会。

期 日：7/3(土)～9/5(日)
休 館 日：7/5･7/12･7/26･8/2･8/23(月)
開館時間：10:00～18:00(券売は17:30まで)
観 覧 料：中学生以下 無料

大学･高校生 1,300円(1,100円)
一般 1,600円(1,400円)
※()内は有料20名以上の団体料金

春季企画展「誰も知らない？！新潟米の歴史」

奈良時代頃の水田
(南魚沼市

余川中道遺跡)

新潟市秋葉区金津93番地1
TEL：0250-25-3981
URL：https://www.maibun.net/ 

「開園20周年記念展示・八十里峠の歴史」

期 日：7/3(土)～8/29(日)
内 容：エコ・ミュージアム内に越後と会津を

結ぶ歴史街道旧八十里峠に関する学習
展示を特設します。

対 象：制限なし
定 員：制限なし
参 加 料：無料

魚沼市大白川字浅草山1501
TEL：025-798-4141
URL:http://www.eco-museum.jp/

新発田市藤塚浜海老池
TEL:0254-41-4500 FAX:0254-41-4501
E-mail:ngt035310@pref.niigata.lg.jp
URL:https://www.pref.niigata.lg.jp/site/aicho/

工作教室
期 日：8/8(日)
時 間：13:00～14:30
内 容：消しゴムはんこで

鳥を作ります。
対 象：小学生(高学年)以上
定 員：先着20名
参 加 料：無料

巣箱作り教室
期 日：第1回 7/22(木)

第2回 7/23(金)
時 間：13:30～16:00
内 容：野鳥の子育ての場と

なる巣箱を作ります。
対 象：小学生以上(小学生は保護者同伴)
定 員：各回先着8組
参 加 料：無料

＜申し込みについて＞
7/1(木)～募集開始します。
住所、氏名、電話番号、年齢を明記して、
電話、はがき、FAX、メールでお申し込みください。

〒950-8570 新潟県教育庁総務課企画係
TEL：025-280-5587 FAX：025-285-3766 E-mail：ngt500010@pref.niigata.lg.jp

「かけはし」では家庭や地域の声を紙面に反映させていきたいと考えています。
本紙に関して、また教育の一般についての皆様の御意見をお待ちしています。
※無断転載を禁じます

夏休み特別体験 「刺し子に挑戦」
期 日：8/3(火)・8/5(木)
時 間：13:30～15:00
内 容：かっ石を削って

まが玉を作ります。
定 員：各回先着40名

(小学4年生以下は
保護者同伴)

参 加 料：観覧券の提示が必要

期 日：7/28(水)・8/6(金)
時 間：13:30～15:00
内 容：伝統的な刺しゅう

「刺し子」に挑戦します。
定 員：各回先着20名

(小学4年生以下は
保護者同伴)

参 加 料：観覧券の提示が必要

長岡市関原町1丁目2247番2
TEL:(代表)0258-47-6130

(経営企画課交流普及担当)0258-47-6135
E-mail:koryu@nbz.or.jp
URL:http://nbz.or.jp

夏休み特別体験 「まが玉をつくろう」 ＜申し込みについて＞
7/9(金)9:00～募集開始します。
電話、メールでお申し込みください。

新潟市中央区女池南3-1-1
TEL:025-283-3331
URL:http://www.sciencemuseum.jp/

柏崎市高柳町高尾30-33
TEL:0257-41-3355
当日連絡先:080-8916-2864
URL:https://www.garuru-kururu.jp/ 

夏の特別展
「体感妖怪アドベンチャー 水木しげるのGeGeGe

妖怪天国 NIIGATA 2021」

水木プロダクション

期 日：7/17(土)～8/29(日)
※7/20(火)は休館

会 場：1階 特別展示室
内 容：怪しくて楽しい妖怪の

世界を体感できます。
料 金：小・中学生700円

大人1,580円 ※入館料込

番神自然水族館
期 日：7/4(日)～8/29(日)の土･日･祝日、8/13(金)

※8/8、8/9を除く
午前の部 10:00～11:30
午後の部 13:30～15:00
※7/4(日)は午後の部のみ

会 場：番神海水浴場
内 容：磯の海に入り、多様な生きもの

たちを観察します。
対 象：小学生以上の親子
定 員：各回先着20名
参 加 費：1人500円(保険代金込)

＜申し込みについて＞
各回30分前までに受付(事前予約も可)

長岡市千秋3丁目278-14 TEL：0258-28-4111
URL:https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

©


